
　
先
の
９
月
９
日
か
ら
の
台
風
18
号

関
東
・
東
北
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
議
員

一
同
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
床
上

浸
水
59
件
、
床
下
浸
水
１
０
５
件
を

は
じ
め
、
「
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ

ま
」
や
「
ふ
る
さ
と
博
物
館
」
な
ど

の
公
共
施
設
、
農
作
物
な
ど
へ
も
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
折
し
も
９
月
１
日
は
、
防
災
の
日

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
記
憶
に

新
し
か
っ
た
地
震
の
み
な
ら
ず
、
西

に
鬼
怒
川
、
東
に
は
小
貝
川
が
流
れ

る
本
市
の
状
況
を
改
め
て
認
識
す
る

と
と
も
に
、
万
全
な
防
災
へ
の
備
え

に
対
し
危
惧
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
被

災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
が
一
日
も
早

く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
執
行

部
と
連
携
し
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
10
日
に
、
市
長
、
正
副
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
が
、
関

東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
現

場
や
避
難
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
宅

地
、
耕
作
地
を
問
わ
ず
多
く
の
場
所

で
の
浸
水
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他
市
議
会
で
は
、
各
議
員
が
地

元
で
の
情
報
収
集
や
伝
達
の
役
割
等

を
担
い
ま
し
た
。

14

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（水）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1110～1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/

第204号
平成27年11月10日発行

発行／下妻市議会　発行責任者／議長 飯塚　薫　編集／議会だより運営委員会
〒304－8501 下妻市本城町2－22　電話（0296）43－２１１１㈹  内線1110～1112

定　例　会・・・・・・・・・・・・・・・・・2～3
会 計 決 算・・・・・・・・・・・・・・・・・3～4
一  般  質  問・・・・・・・・・・・・・・・4～9
意　見　書・・・・・・・・・・・・・・・10～11
行政視察報告・・・・・・・・・・・・・・・・・12
永年在職議員表彰・議会日誌・・・・13

平成27年9月関東・東北豪雨により被災された方々に
心からお見舞いを申し上げます

9月10日　長塚地区上空から（中央がビアスパークしもつま）9月10日　長塚地区上空から（中央がビアスパークしもつま）

日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

木11月 5日

本　会　議（議案質疑）
金11月 6日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）月11月 9日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）火11月10日

本　会　議（一般質問）水11月11日

本　会　議（一般質問）木11月12日

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

月11月16日

※日程は都合により変更になる場合があります。

関
東
・
東
北
豪
雨
に

伴
う
被
災
状
況
の

現
地
視
察

三 な い 運 動
政治家は有権者に寄附を

「贈らない」
政治家（候補者、立候補者、現に公職にある者）と有権者とのつながりはとても大切ですが、
明るい選挙を実現するため「三ない運動」を行っています。

有権者は政治家に寄附を

「求めない」
政治家から有権者への寄附は

「受け取らない」

浸水により大きな被害を受けたビアスパーク農産物直売所
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平成 2 7年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成26年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成26年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成26年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成26年度経営状況報
告について

下妻市個人情報保護条例の一部改正について

下妻市手数料条例の一部改正について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

汚水幹線工事請負契約について

土地の取得について

平成27年度下妻市一般会計補正予算（第3号）
について

平成27年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計補正予
算（第1号）について

平成27年度下妻市水道事業会計補正予算（第1
号）について

橋梁上部架設工事（都市計画道路　南原・平
川戸線）請負契約について

平成26年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成26年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成26年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成26年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成26年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成26年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成26年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成26年度下妻市水道事業会計決算について
　

平成25年度からの2箇年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
下妻市勢要覧作成業務委託等について事業が完了したため、その
実績を報告するもの

監査委員の意見を付し、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率の4指標について、報告するもの

監査委員の意見を付し、下水道事業及び水道事業の各会計におけ
る資金不足の状況について、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたため、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づき、特定個人情報の適切な取扱いを定めるため、
必要な改正をするもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律の施行に伴い、個人番号の通知カード及び個人番号カー
ドの再交付に係る手数料などを規定するもの

寄附及び路線見直しにより、鬼怒地内及び砂沼新田地内の市道路
線を新たに認定するもの

路線見直しにより、砂沼新田地内の市道路線を廃止するもの

下妻（田町）地内の汚水幹線工事について締結した仮契約を本契
約とするため、議会の議決を求めるもの

砂沼周辺地区都市再生整備計画事業　地域生活基盤施設広場用地
として、下妻丁地内の土地を取得するため、議会の議決を求める
もの

株式会社ふれあい下妻へ経営支援するための補助金の計上等によ
り、2億7,980万1,000円を追加するもの

基金積立金などの増額のため6,506万2,000円を追加するもの

国庫補助金の確定により、下水道事業費を増額するため3,750万
円を追加するもの

下妻4号井改良工事に伴う企業債の増額などにより、資本的収入
を1,300万円追加するもの　また、施設費の増額により、資本的
支出を1,300万円追加するもの

南原・平川戸線の橋梁上部架設工事について締結した仮契約を本
契約とするため、議会の議決を求めるもの

歳 入 総 額　181億7,401万9,391円　　
歳 出 総 額　170億4,764万7,264円
実質収支額　   7億5,584万1,127円

歳 入 総 額     59億7,366万1,854円　　
歳 出 総 額     54億7,658万8,358円
実質収支額       4億9,707万3,496円

歳 入 総 額       3億5,926万5,708円　　
歳 出 総 額       3億5,528万7,260円
実質収支額　         397万8,448円

歳 入 総 額     31億8,875万7,649円　　
歳 出 総 額     31億2,649万2,285円
実質収支額  　      6,226万5,364円

歳 入 総 額　        1,104万3,300円　　
歳 出 総 額　         747万3,077円
実質収支額　         357万  223円

歳 入 総 額     10億6,513万8,511円　　
歳 出 総 額     10億4,570万8,097円
実質収支額　        1,273万8,414円

歳 入 総 額       2億6,011万4,843円　　
歳 出 総 額       1億9,502万7,735円
実質収支額　        6,508万7,108円

収益的収支　収入   9億8,038万8,321円　
　　　　　　支出 10億5,165万1,935円
資本的収支　収入   1億7,092万7,000円　
　　　　　　支出   4億4,391万  756円

報告のみ

８．２５

報告のみ
８．２５

報告のみ
８．２５

報告のみ
８．２５

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

原案可決
９．４

報　告
第８号

報　告
第９号
報　告
第10号
報　告
第11号

議　案
第47号

議　案
第48号

議　案
第49号

議　案
第51号
議　案
第52号

議　案
第53号
議　案
第54号
議　案
第55号

議　案
第56号

議　案
第57号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

議　案
第50号

議決月日
結　　果

人　事　議　案
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

人権擁護委員に古澤三枝子氏を推薦することについて、議会の意見
を求めるもの 認　　定

９．４諮　問
第５号

議員提出議案等
下妻市議会会議規則の一部改正について

認知症への取り組みの充実強化に関する意見
書について

教育予算の拡充を求める意見書について

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意
見書について

男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、会議及び委員
会の欠席に関し、所要の改正を行うもの

「認知症の人と家族を支えるための基本法（仮称）」を早期に制定
することなどを求める意見書を国に提出するもの

きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進することなどを
求める意見書を国に提出するもの

農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先することな
どを求める意見書を国に提出するもの

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

議員提出議案

意見書
第１号

第２号

意見書
第２号
意見書
第３号

請　　　　願
市内循環バスの実施を求める請願書

年金積立金の専ら被保険者の利益のための
安全かつ確実な運用に関する意見書の採択
を求める請願書

「認知症への取り組みの充実強化に関する
意見書」の採択に関する請願書

教育予算の拡充を求める請願

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する
請願書

交通弱者の利便性向上と街の活性化につながる市内循環バスの実
施を求めるもの

被保険者の利益のために年金積立金を安全かつ確実に運用するよ
う、国会および関係行政庁へ意見書を提出することを求めるもの

「認知症の人と家族を支えるための基本法（仮称）」を早期に制定
することなどを求める意見書を国に提出することを求めるもの

きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進することなどを
求める意見書を国に提出することを求めるもの

農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先することな
どを求める意見書を国に提出することを求めるもの

継続審査

採　　択

平成26年
請願受理番号

第４号
平成27年

請願受理番号
第１号

平成27年
請願受理番号

第２号
平成27年

請願受理番号
第３号

平成27年
請願受理番号

第４号

９．４

採　　択
９．４

採　　択
９．４

不 採 択

８．２４

８．２４

＝ 平成26年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

181億7,402万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計
59億7,366万円国民健康保険特別会計
3億5,927万円後期高齢者医療特別会計

31億8,876万円介 護 保 険 特 別 会 計
1,104万円介護サービス事業特別会計

10億6,514万円下 水 道 事 業 特 別 会 計
2億6,011万円砂沼サンビーチ特別会計

11億5,132万円水 道 事 業 会 計
301億8,332万円合　　　　　　計

■平成26年度一般会計決算の内訳■

54億4,852万円
（32.0％）

民生費
26億1,131万円

（15.3％）

教育費
21億

7,770万円
（12.8％）

総務費
 19億

8,347万円
（11.6％）

土木費
  17億

 581万円
（10.0％）

公債費
    12億

    5,218万円
（7.3％）

衛生費
   18億

   6,866万円
 （11.0％）

その他

36億6,085万円
（20.1％）

地方交付税
55億3,990万円

（30.5％）

市　税
22億2,529万円

（12.2％）

国庫支出金
20億

4,184万円
（11.2％）

14億1,466万円 （7.8％）

市 債
32億

9,148万円
（18.2％）

その他

県支出金

170億4,765万円
54億7,659万円
3億5,529万円

31億2,649万円
747万円

10億4,571万円
1億9,503万円

14億9,556万円
287億4,979万円

11億2,637万円
4億9,707万円

398万円
6,227万円

357万円
1,943万円
6,508万円

※△ 3億4,424万円
14億3,353万円
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平成 2 7年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成26年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成26年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成26年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成26年度経営状況報
告について

下妻市個人情報保護条例の一部改正について

下妻市手数料条例の一部改正について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

汚水幹線工事請負契約について

土地の取得について

平成27年度下妻市一般会計補正予算（第3号）
について

平成27年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計補正予
算（第1号）について

平成27年度下妻市水道事業会計補正予算（第1
号）について

橋梁上部架設工事（都市計画道路　南原・平
川戸線）請負契約について

平成26年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成26年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成26年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成26年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成26年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成26年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成26年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成26年度下妻市水道事業会計決算について
　

平成25年度からの2箇年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
下妻市勢要覧作成業務委託等について事業が完了したため、その
実績を報告するもの

監査委員の意見を付し、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率の4指標について、報告するもの

監査委員の意見を付し、下水道事業及び水道事業の各会計におけ
る資金不足の状況について、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたため、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づき、特定個人情報の適切な取扱いを定めるため、
必要な改正をするもの

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律の施行に伴い、個人番号の通知カード及び個人番号カー
ドの再交付に係る手数料などを規定するもの

寄附及び路線見直しにより、鬼怒地内及び砂沼新田地内の市道路
線を新たに認定するもの

路線見直しにより、砂沼新田地内の市道路線を廃止するもの

下妻（田町）地内の汚水幹線工事について締結した仮契約を本契
約とするため、議会の議決を求めるもの

砂沼周辺地区都市再生整備計画事業　地域生活基盤施設広場用地
として、下妻丁地内の土地を取得するため、議会の議決を求める
もの

株式会社ふれあい下妻へ経営支援するための補助金の計上等によ
り、2億7,980万1,000円を追加するもの

基金積立金などの増額のため6,506万2,000円を追加するもの

国庫補助金の確定により、下水道事業費を増額するため3,750万
円を追加するもの

下妻4号井改良工事に伴う企業債の増額などにより、資本的収入
を1,300万円追加するもの　また、施設費の増額により、資本的
支出を1,300万円追加するもの

南原・平川戸線の橋梁上部架設工事について締結した仮契約を本
契約とするため、議会の議決を求めるもの

歳 入 総 額　181億7,401万9,391円　　
歳 出 総 額　170億4,764万7,264円
実質収支額　   7億5,584万1,127円

歳 入 総 額     59億7,366万1,854円　　
歳 出 総 額     54億7,658万8,358円
実質収支額       4億9,707万3,496円

歳 入 総 額       3億5,926万5,708円　　
歳 出 総 額       3億5,528万7,260円
実質収支額　         397万8,448円

歳 入 総 額     31億8,875万7,649円　　
歳 出 総 額     31億2,649万2,285円
実質収支額  　      6,226万5,364円

歳 入 総 額　        1,104万3,300円　　
歳 出 総 額　         747万3,077円
実質収支額　         357万  223円

歳 入 総 額     10億6,513万8,511円　　
歳 出 総 額     10億4,570万8,097円
実質収支額　        1,273万8,414円

歳 入 総 額       2億6,011万4,843円　　
歳 出 総 額       1億9,502万7,735円
実質収支額　        6,508万7,108円

収益的収支　収入   9億8,038万8,321円　
　　　　　　支出 10億5,165万1,935円
資本的収支　収入   1億7,092万7,000円　
　　　　　　支出   4億4,391万  756円

報告のみ

８．２５

報告のみ
８．２５

報告のみ
８．２５

報告のみ
８．２５

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決

９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

認　　定

９．４

原案可決
９．４

報　告
第８号

報　告
第９号
報　告
第10号
報　告
第11号

議　案
第47号

議　案
第48号

議　案
第49号

議　案
第51号
議　案
第52号

議　案
第53号
議　案
第54号
議　案
第55号

議　案
第56号

議　案
第57号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

議　案
第50号

議決月日
結　　果

人　事　議　案
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

人権擁護委員に古澤三枝子氏を推薦することについて、議会の意見
を求めるもの 認　　定

９．４諮　問
第５号

議員提出議案等
下妻市議会会議規則の一部改正について

認知症への取り組みの充実強化に関する意見
書について

教育予算の拡充を求める意見書について

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意
見書について

男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、会議及び委員
会の欠席に関し、所要の改正を行うもの

「認知症の人と家族を支えるための基本法（仮称）」を早期に制定
することなどを求める意見書を国に提出するもの

きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進することなどを
求める意見書を国に提出するもの

農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先することな
どを求める意見書を国に提出するもの

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

原案可決
９．４

議員提出議案

意見書
第１号

第２号

意見書
第２号
意見書
第３号

請　　　　願
市内循環バスの実施を求める請願書

年金積立金の専ら被保険者の利益のための
安全かつ確実な運用に関する意見書の採択
を求める請願書

「認知症への取り組みの充実強化に関する
意見書」の採択に関する請願書

教育予算の拡充を求める請願

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する
請願書

交通弱者の利便性向上と街の活性化につながる市内循環バスの実
施を求めるもの

被保険者の利益のために年金積立金を安全かつ確実に運用するよ
う、国会および関係行政庁へ意見書を提出することを求めるもの

「認知症の人と家族を支えるための基本法（仮称）」を早期に制定
することなどを求める意見書を国に提出することを求めるもの

きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進することなどを
求める意見書を国に提出することを求めるもの

農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先することな
どを求める意見書を国に提出することを求めるもの

継続審査

採　　択

平成26年
請願受理番号

第４号
平成27年

請願受理番号
第１号

平成27年
請願受理番号

第２号
平成27年

請願受理番号
第３号

平成27年
請願受理番号

第４号

９．４

採　　択
９．４

採　　択
９．４

不 採 択

８．２４

８．２４

＝ 平成26年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

181億7,402万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計
59億7,366万円国民健康保険特別会計
3億5,927万円後期高齢者医療特別会計

31億8,876万円介 護 保 険 特 別 会 計
1,104万円介護サービス事業特別会計

10億6,514万円下 水 道 事 業 特 別 会 計
2億6,011万円砂沼サンビーチ特別会計

11億5,132万円水 道 事 業 会 計
301億8,332万円合　　　　　　計

■平成26年度一般会計決算の内訳■

54億4,852万円
（32.0％）

民生費
26億1,131万円

（15.3％）

教育費
21億

7,770万円
（12.8％）

総務費
 19億

8,347万円
（11.6％）

土木費
  17億

 581万円
（10.0％）

公債費
    12億

    5,218万円
（7.3％）

衛生費
   18億

   6,866万円
 （11.0％）

その他

36億6,085万円
（20.1％）

地方交付税
55億3,990万円

（30.5％）

市　税
22億2,529万円

（12.2％）

国庫支出金
20億

4,184万円
（11.2％）

14億1,466万円 （7.8％）

市 債
32億

9,148万円
（18.2％）

その他

県支出金

170億4,765万円
54億7,659万円
3億5,529万円

31億2,649万円
747万円

10億4,571万円
1億9,503万円

14億9,556万円
287億4,979万円

11億2,637万円
4億9,707万円

398万円
6,227万円

357万円
1,943万円
6,508万円

※△ 3億4,424万円
14億3,353万円



　
　
　
　
　
　
市
税
等
滞
納
者
に
厳

　
　
　
　
　
し
す
ぎ
る
徴
収（
差
押

　
　
　
　
　
え
）に
つ
い
て
伺
う
。

　（
１
）市
税
等
滞
納
者
の
声
を
よ
く

聴
き
、そ
の
世
帯
の
生
活
実
態
を
把
握

し
て
対
応
で
き
る
よ
う
、収
納
課
の
人

員
増
が
必
要
で
は
な
い
か
。（
２
） 

県
内

の
他
市
町
村
並
み
の
徴
収
事
務
に
し
、

差
押
え
件
数
を
減
ら
す
努
力
を
求
め

る
。（
３
）人
口
比
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
る
差
押
え
件
数
は
、滞
納
者
に
厳

し
す
ぎ
る
市
政
と
思
う
が
、市
長
の
見

解
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
収
納
課
の
人
員
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
で
あ
る
が
、
納
税

　
　
　
　
　
相
談
は
、
嘱
託
・
臨
時

職
員
を
含
め
た
収
納
課
職
員
15
名
の

う
ち
、
主
に
収
納
係
の
８
名
が
担
当

し
て
い
る
。
全
員
が
税
法
等
の
専
門

性
の
高
い
研
修
を
受
け
た
職
員
で
あ

り
、
滞
納
者
と
の
納
税
相
談
に
お
い

て
は
、
収
入
と
支
出
の
状
況
を
聞
き

取
り
、
生
活
状
況
を
把
握
し
た
上
で

分
割
納
付
等
の
相
談
を
基
本
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
し
て
も
納
税
相
談
に
来
な
い
場
合

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
差
押
え
処
分
が
増
え
て
き
て
い

る
。
納
税
相
談
は
、
平
日
の
ほ
か
、

夜
間
・
休
日
相
談
日
を
毎
月
設
定
し
、

必
要
十
分
な
職
員
を
配
置
し
て
い
る

の
で
、
混
み
合
っ
た
場
合
も
少
し
待

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
詳
し
い
事
情
を

聞
い
て
相
談
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
人
員
増
は
考
え

て
い
な
い
。
本
市
の
住
民
税
徴
収
率

は
、
平
成
21
年
度
に
は
県
内
44
市
町

村
中
42
位
と
低
迷
し
て
い
た
が
、
徴

収
率
向
上
を
目
指
し
様
々
な
対
策
を

行
い
、
平
成
26
年
度
に
は
県
内
13
位

ま
で
回
復
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で

も
全
国
平
均
並
み
の
徴
収
率
で
あ
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
本
市
の
市
税
と
介
護
保
険
料
、
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ

せ
た
差
押
え
件
数
は
、
平
成
25
年
度

９
６
５
件
、
平
成
26
年
度
１
，
０
６

０
件
で
あ
り
、
過
去
３
年
間
は
県
内

で
２
番
目
に
多
い
件
数
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
他
市
町
村
で
は
あ
ま

り
行
っ
て
い
な
い
「
確
定
申
告
や
自

動
車
の
登
録
異
動
に
お
け
る
税
等
の

還
付
金
」
の
差
押
え
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
平
成
24
・
25
・
26
年
度
と

年
間
件
数
の
約
３
割
に
あ
た
る
３
０

０
件
前
後
の
差
押
え
と
な
り
、
総
件

数
を
押
し
上
げ
た
要
因
で
あ
る
。
１

件
当
た
り
は
、
比
較
的
少
額
の
た
め

効
率
は
悪
い
も
の
の
、
滞
納
者
に
と

っ
て
負
担
の
少
な
い
差
押
え
を
行
っ

た
結
果
で
あ
る
。

 

今
後
は
、
徴
収
率
の
向
上
に
伴
い

滞
納
者
も
減
っ
て
き
た
の
で
、
差
押

え
件
数
も
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
税
収

の
確
保
は
、
市
の
財
政
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
税
負
担
の
公
平
性

か
ら
も
、
引
き
続
き
滞
納
を
無
く
す

取
組
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
本
決
算
は
、市
単
独

　
　
　
　
　
事
業
の
小
学
４
年
生
か

　
　
　
　
　
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
制
度
の
拡
大
、マ
ル
福
自

己
負
担
助
成
事
業
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
事
業
、高
齢
者
へ
の
鍼
灸・マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
な
ど
評
価

で
き
る
点
も
多
々
あ
る
が
、下
妻
市
政

は
、滞
納
者
に
厳
し
過
ぎ
る
対
応
が
見

ら
れ
る
。ま
た
一
方
で
は
、第
３
セ
ク
タ

ー
の「
株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻
」へ
、

経
営
資
金
と
し
て
１
億
円
も
の
支
出

を
し
て
い
る
。

 

今
後
は
、市
議
会
議
員
の
報
酬
や
費

用
弁
償
の
引
下
げ
を
求
め
る
と
と
も

に
、新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
多
く
の
市
民
の
声
を

聞
い
て
ほ
し
い
。そ
し
て
、14
億
５
千
万

円
の
財
政
調
整
基
金
は
、市
民
生
活
応

援
の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
、反
対
討

論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
決
算
は
、歳
入

　
　
　
　
　
の
う
ち
自
主
財
源
の
柱

　
　
　
　
　
で
あ
る
市
税
が
前
年
比

１ 

・８ 

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
り
、過
去
最

大
の
市
税
収
入
と
な
っ
て
い
る
。滞
納

者
の
状
況
を
見
る
と
、年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、様
々
な
手
法
で
収
納
体
制
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
も
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、徴
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
策
を

創
意
工
夫
し
財
源
確
保
に
努
め
て
ほ

し
い
。

　
歳
出
面
で
は
、安
全
施
設
設
置
事

業
、橋
梁
修
繕
事
業
、特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
支
援
事
業
、下
妻
中
学
校
改

築
事
業
な
ど
新
規
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、避
難
所
用
備
蓄
資
器

材
の
確
保
や
道
路
整
備
事
業
、学
校
施

設
の
耐
震
化
事
業
な
ど
、安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
方
、職

員
の
退
職
不
補
充
に
よ
る
人
件
費
の

削
減
や
入
札
に
よ
る
委
託
経
費
の
削

減
を
図
る
な
ど
、経
常
経
費
の
削
減
に

努
力
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、さ
ら
に
経
常
経
費
の
削
減
に

取
り
組
み
、住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

各
種
事
業
の
推
進
に
努
力
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　否　討　論　・　一　般　質　問一　般　質　問

賛  
否  
討  

論

平
成
26
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　
安
心
し
て
家
庭
を
持
ち

　
　
　
　
　
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
は
、

母
子
保
健
医
療
、不
妊
症
相
談
体
制

の
整
備
、社
会
基
盤
の
充
実
・
強
化
、フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
等
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、共
働
き
が
多
い
現
在
、社
会

の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、仕
事
と
育
児

が
両
立
で
き
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
確
立

と
支
援
で
あ
る
と
思
う
が
、執
行
部
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　「
下
妻
市
き
ら
き
ら
子

　
　
　
　
　
ど
も・子
育
て
応
援
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、計
画
の
実
現
に
向
け

事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
保
育
に
関
し
て
は
、特
に
要
望
の
多

い
３
歳
児
未
満
の
保
育
を
実
施
す
る

小
規
模
保
育
事
業
を
10
月
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
あ
り
、待
機
児
童
の
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。保
育
料
に
つ
い
て

も
、国
の
基
準
額
の
15
％
を
軽
減
す
る

な
ど
、引
き
続
き
、働
く
保
護
者
の
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。更
に
、

託
児
等
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援

助
を
行
い
た
い
人
を
組
織
し
、臨
時
的・

補
助
的
な
託
児
希
望
に
対
し
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、現
在
13

ク
ラ
ブ
に
増
え
、児
童
保
育
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
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質
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専門性の高い研修を受けた職員が納税相談を行っています。

10月から新たにスタートした、小規模保育事業・
もみの木フレンズ
　　　　　　　　　

市
税
等
滞
納
者
に

厳
し
す
ぎ
る
徴
収

（
差
押
え
）に
つ
い
て

平
井

　誠

　議
員

下
妻
市
の
総
合
的
な

少
子
化
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

しもつま市議会だより５ 第２０４号 ４

反 

対

賛 

成

１  

平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
市
税
等
滞
納
者
に
厳
し
す

　
　
　
ぎ
る
徴
収
（
差
押
え
）
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
改

　
　
　
善
に
つ
い
て

　
３
　
高
齢
福
祉
の
拡
充
で
支
援

　
　
　
対
象
者
の
拡
大
を
求
め
ま

　
　
　
す
。

２
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
総
合
的
な
少
子

　
　
　
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

３
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
２
　
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
対

　
　
　
策
に
つ
い
て

　
３
　
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進

　
　
　
に
つ
い
て

４
　
須
藤
　
豊
次
　
議
員

　
１
　
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組

　
　
　
に
つ
い
て

５
　
平
間
　
三
男
　
議
員

　
１
　
旧
中
学
校
跡
地
利
用
に
つ

　
　
　
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
市
民
力
の
活
用
に
つ
い
て

７
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
に
つ
い
て

　８
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
」に

　
　
　
基
づ
く
新
た
な
基
本
方
針

　
　
　
に
関
す
る
下
妻
市
の
取
組

　
　
　
に
つ
い
て

　
２
　
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再
生

　
　
　
整
備
計
画
事
業
、
地
域
生

　
　
　
活
基
盤
施
設
広
場
に
関
し

　
　
　
て
設
計
変
更
の
可
能
性
は

　
　
　
な
い
の
か
。

平
成
二
十
七
年

第
三
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、８
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



　
　
　
　
　
　
市
税
等
滞
納
者
に
厳

　
　
　
　
　
し
す
ぎ
る
徴
収（
差
押

　
　
　
　
　
え
）に
つ
い
て
伺
う
。

　（
１
）市
税
等
滞
納
者
の
声
を
よ
く

聴
き
、そ
の
世
帯
の
生
活
実
態
を
把
握

し
て
対
応
で
き
る
よ
う
、収
納
課
の
人

員
増
が
必
要
で
は
な
い
か
。（
２
） 

県
内

の
他
市
町
村
並
み
の
徴
収
事
務
に
し
、

差
押
え
件
数
を
減
ら
す
努
力
を
求
め

る
。（
３
）人
口
比
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
る
差
押
え
件
数
は
、滞
納
者
に
厳

し
す
ぎ
る
市
政
と
思
う
が
、市
長
の
見

解
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
収
納
課
の
人
員
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
で
あ
る
が
、
納
税

　
　
　
　
　
相
談
は
、
嘱
託
・
臨
時

職
員
を
含
め
た
収
納
課
職
員
15
名
の

う
ち
、
主
に
収
納
係
の
８
名
が
担
当

し
て
い
る
。
全
員
が
税
法
等
の
専
門

性
の
高
い
研
修
を
受
け
た
職
員
で
あ

り
、
滞
納
者
と
の
納
税
相
談
に
お
い

て
は
、
収
入
と
支
出
の
状
況
を
聞
き

取
り
、
生
活
状
況
を
把
握
し
た
上
で

分
割
納
付
等
の
相
談
を
基
本
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
し
て
も
納
税
相
談
に
来
な
い
場
合

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
差
押
え
処
分
が
増
え
て
き
て
い

る
。
納
税
相
談
は
、
平
日
の
ほ
か
、

夜
間
・
休
日
相
談
日
を
毎
月
設
定
し
、

必
要
十
分
な
職
員
を
配
置
し
て
い
る

の
で
、
混
み
合
っ
た
場
合
も
少
し
待

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
詳
し
い
事
情
を

聞
い
て
相
談
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
人
員
増
は
考
え

て
い
な
い
。
本
市
の
住
民
税
徴
収
率

は
、
平
成
21
年
度
に
は
県
内
44
市
町

村
中
42
位
と
低
迷
し
て
い
た
が
、
徴

収
率
向
上
を
目
指
し
様
々
な
対
策
を

行
い
、
平
成
26
年
度
に
は
県
内
13
位

ま
で
回
復
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で

も
全
国
平
均
並
み
の
徴
収
率
で
あ
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
本
市
の
市
税
と
介
護
保
険
料
、
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ

せ
た
差
押
え
件
数
は
、
平
成
25
年
度

９
６
５
件
、
平
成
26
年
度
１
，
０
６

０
件
で
あ
り
、
過
去
３
年
間
は
県
内

で
２
番
目
に
多
い
件
数
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
他
市
町
村
で
は
あ
ま

り
行
っ
て
い
な
い
「
確
定
申
告
や
自

動
車
の
登
録
異
動
に
お
け
る
税
等
の

還
付
金
」
の
差
押
え
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
、
平
成
24
・
25
・
26
年
度
と

年
間
件
数
の
約
３
割
に
あ
た
る
３
０

０
件
前
後
の
差
押
え
と
な
り
、
総
件

数
を
押
し
上
げ
た
要
因
で
あ
る
。
１

件
当
た
り
は
、
比
較
的
少
額
の
た
め

効
率
は
悪
い
も
の
の
、
滞
納
者
に
と

っ
て
負
担
の
少
な
い
差
押
え
を
行
っ

た
結
果
で
あ
る
。

 

今
後
は
、
徴
収
率
の
向
上
に
伴
い

滞
納
者
も
減
っ
て
き
た
の
で
、
差
押

え
件
数
も
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
税
収

の
確
保
は
、
市
の
財
政
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
税
負
担
の
公
平
性

か
ら
も
、
引
き
続
き
滞
納
を
無
く
す

取
組
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
本
決
算
は
、市
単
独

　
　
　
　
　
事
業
の
小
学
４
年
生
か

　
　
　
　
　
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
制
度
の
拡
大
、マ
ル
福
自

己
負
担
助
成
事
業
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
助
成
事
業
、高
齢
者
へ
の
鍼
灸・マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
な
ど
評
価

で
き
る
点
も
多
々
あ
る
が
、下
妻
市
政

は
、滞
納
者
に
厳
し
過
ぎ
る
対
応
が
見

ら
れ
る
。ま
た
一
方
で
は
、第
３
セ
ク
タ

ー
の「
株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻
」へ
、

経
営
資
金
と
し
て
１
億
円
も
の
支
出

を
し
て
い
る
。

 

今
後
は
、市
議
会
議
員
の
報
酬
や
費

用
弁
償
の
引
下
げ
を
求
め
る
と
と
も

に
、新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
多
く
の
市
民
の
声
を

聞
い
て
ほ
し
い
。そ
し
て
、14
億
５
千
万

円
の
財
政
調
整
基
金
は
、市
民
生
活
応

援
の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
、反
対
討

論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
決
算
は
、歳
入

　
　
　
　
　
の
う
ち
自
主
財
源
の
柱

　
　
　
　
　
で
あ
る
市
税
が
前
年
比

１ 

・８ 

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
り
、過
去
最

大
の
市
税
収
入
と
な
っ
て
い
る
。滞
納

者
の
状
況
を
見
る
と
、年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、様
々
な
手
法
で
収
納
体
制
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
も
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、徴
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
策
を

創
意
工
夫
し
財
源
確
保
に
努
め
て
ほ

し
い
。

　
歳
出
面
で
は
、安
全
施
設
設
置
事

業
、橋
梁
修
繕
事
業
、特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
支
援
事
業
、下
妻
中
学
校
改

築
事
業
な
ど
新
規
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、避
難
所
用
備
蓄
資
器

材
の
確
保
や
道
路
整
備
事
業
、学
校
施

設
の
耐
震
化
事
業
な
ど
、安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
方
、職

員
の
退
職
不
補
充
に
よ
る
人
件
費
の

削
減
や
入
札
に
よ
る
委
託
経
費
の
削

減
を
図
る
な
ど
、経
常
経
費
の
削
減
に

努
力
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、さ
ら
に
経
常
経
費
の
削
減
に

取
り
組
み
、住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、

各
種
事
業
の
推
進
に
努
力
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　否　討　論　・　一　般　質　問一　般　質　問

賛  

否  

討  

論

平
成
26
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　
安
心
し
て
家
庭
を
持
ち

　
　
　
　
　
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
は
、

母
子
保
健
医
療
、不
妊
症
相
談
体
制

の
整
備
、社
会
基
盤
の
充
実
・
強
化
、フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
等
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、共
働
き
が
多
い
現
在
、社
会

の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、仕
事
と
育
児

が
両
立
で
き
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
確
立

と
支
援
で
あ
る
と
思
う
が
、執
行
部
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　「
下
妻
市
き
ら
き
ら
子

　
　
　
　
　
ど
も・子
育
て
応
援
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、計
画
の
実
現
に
向
け

事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
保
育
に
関
し
て
は
、特
に
要
望
の
多

い
３
歳
児
未
満
の
保
育
を
実
施
す
る

小
規
模
保
育
事
業
を
10
月
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
あ
り
、待
機
児
童
の
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。保
育
料
に
つ
い
て

も
、国
の
基
準
額
の
15
％
を
軽
減
す
る

な
ど
、引
き
続
き
、働
く
保
護
者
の
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。更
に
、

託
児
等
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
援

助
を
行
い
た
い
人
を
組
織
し
、臨
時
的・

補
助
的
な
託
児
希
望
に
対
し
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、現
在
13

ク
ラ
ブ
に
増
え
、児
童
保
育
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

専門性の高い研修を受けた職員が納税相談を行っています。

10月から新たにスタートした、小規模保育事業・
もみの木フレンズ
　　　　　　　　　

市
税
等
滞
納
者
に

厳
し
す
ぎ
る
徴
収

（
差
押
え
）に
つ
い
て

平
井

　誠

　議
員

下
妻
市
の
総
合
的
な

少
子
化
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

しもつま市議会だより５ 第２０４号 ４

反 

対

賛 

成

１  

平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
市
税
等
滞
納
者
に
厳
し
す

　
　
　
ぎ
る
徴
収
（
差
押
え
）
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
改

　
　
　
善
に
つ
い
て

　
３
　
高
齢
福
祉
の
拡
充
で
支
援

　
　
　
対
象
者
の
拡
大
を
求
め
ま

　
　
　
す
。

２
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
総
合
的
な
少
子

　
　
　
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

３
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
２
　
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
対

　
　
　
策
に
つ
い
て

　
３
　
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進

　
　
　
に
つ
い
て

４
　
須
藤
　
豊
次
　
議
員

　
１
　
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組

　
　
　
に
つ
い
て

５
　
平
間
　
三
男
　
議
員

　
１
　
旧
中
学
校
跡
地
利
用
に
つ

　
　
　
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
市
民
力
の
活
用
に
つ
い
て

７
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
に
つ
い
て

　８
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
」に

　
　
　
基
づ
く
新
た
な
基
本
方
針

　
　
　
に
関
す
る
下
妻
市
の
取
組

　
　
　
に
つ
い
て

　
２
　
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再
生

　
　
　
整
備
計
画
事
業
、
地
域
生

　
　
　
活
基
盤
施
設
広
場
に
関
し

　
　
　
て
設
計
変
更
の
可
能
性
は

　
　
　
な
い
の
か
。

平
成
二
十
七
年

第
三
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、８
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
３
月
の
東

　
　
　
　
　
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

　
　
　
　
　
平
成
25
年
３
月
に
、下

妻
市
地
域
防
災
計
画
が
作
成
さ
れ
、

地
震
災
害
対
策
や
下
妻
市
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
等
が
公
表
さ
れ
た
。

　
先
の
８
月
20
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、執
行
部
よ
り
新
市
建
設
計
画

の
変
更
が
提
案
さ
れ
、そ
の
中
で
主
要

な
事
業
の
見
直
し
も
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、上
位
計
画
で
あ
る
総

合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

土
地
利
用
構
想
に
お
い
て
、洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
域
の
危
険
度
マ
ッ
プ
が

政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。そ
の
た

め
、下
妻
市
の
政
策
の
基
本
で
も
あ
る

総
合
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、執
行
部
の
見
解
を
伺

う
。　

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
に
お

　
　
　
　
　
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て

　
　
　
　
　
も
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
脅

威
に
対
応
す
る
た
め
、「
下
妻
市
地
域

防
災
計
画
」を
平
成
25
年
３
月
に
全

面
的
に
改
定
す
る
と
と
も
に「
洪
水
・

土
砂
災
害
マ
ッ
プ
」「
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ

プ
」「
地
域
の
危
険
度
マッ
プ
」な
ど
の「
下

妻
市
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、市
民
へ

の
普
及
啓
発
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
あ

る
。

　
ま
た
、第
５
次
下
妻
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
は
、平
成
24
年
度
で
前
期
基
本

計
画
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、平

成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
、各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
議
員
指
摘
の
総
合
計
画
へ
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マッ
プ
等
の
反
映
だ
が
、平
成
25

年
度
か
ら
の
後
期
計
画
の
中
で
、防
災

に
対
す
る
市
民
意
識
向
上
の
観
点
か

ら
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
等
の
利
用
促

進
の
計
画
は
あ
る
が
、土
地
利
用
計
画

な
ど
そ
の
他
の
施
策
の
部
分
に
お
い
て

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
策
定
作
業
を
進
め

る
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、こ
れ

ま
で
同
様
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

活
か
す
と
と
も
に
、洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
施
策
への
反
映
を
十
分
考
慮
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
も
、東
日
本
大
震
災
前
の
平
成

21
年
３
月
の
策
定
で
あ
り
、今
後
改
定

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
十
分
に
活
か

し
た
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昨
今
、食
を
取
り
巻

　
　
　
　
　
く
環
境
の
変
化
や
食
物

　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、学
校
給

食
の
対
応
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。子
ど
も
達
が
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
給
食
を
食
べ
て
健
や
か
な
心
身

を
つ
く
る
た
め
に
、ま
た
、さ
ら
な
る
下

妻
市
の
食
育
推
進
と
充
実
の
た
め
に

伺
う
。

　（
１
）市
内
の
給
食
管
理
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。（
２
）安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
無
事
故
で
提
供
し
、食
育

の
推
進
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

学
校
教
育
課
に
市
職
員
の
栄
養
士
を

配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。（
３
）学
校

給
食
調
理
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、下

妻
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
市
内
の
小
中
学
校
の

　
　
　
　
　
給
食
調
理
方
式
は
、旧

　
　
　
　
　
下
妻
市
内
の
９
校
が
自

校
方
式
、旧
千
代
川
村
内
の
３
校
が
常

総
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
方
式

を
と
って
い
る
。自
校
方
式
に
お
い
て
は
、

国
の
栄
養
士
の
配
置
基
準
に
基
づ
き
、

下
妻
小
学
校
、下
妻
中
学
校
、東
部
中

学
校
に
３
名
の
栄
養
教
諭
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。栄
養
教
諭
は
、毎
月
献
立

会
議
を
行
い
、小
中
学
校
の
献
立
表
を

作
成
し
、各
学
校
の
調
理
員
に
指
示
し

て
調
理
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
子
ど
も
達
へ
の

対
応
は
、各
学
校
の
給
食
主
任
や
養
護

教
諭
等
が
連
携
し
て
、児
童
生
徒
の
個

別
の
健
康
状
況
の
把
握
を
行
い
、教
職

員
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。献
立
の

材
料
に
つ
い
て
も
詳
細
に
表
記
し
、保

護
者
と
打
合
せ
す
る
な
ど
、

事
故
の
な
い
給
食
提
供
に

努
め
て
い
る
。

　
衛
生
面
は
、全
調
理
員

及
び
用
務
員
を
対
象
に
衛

生
研
修
会
に
よ
り
注
意
喚

起
を
行
い
、安
全
な
給
食
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

毎
年
、常
総
保
健
所
に
よ

る
拭
き
取
り
検
査
を
実
施

し
、衛
生
管
理
の
維
持
や

調
理
員
の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　
栄
養
士
の
配
置
に
つ
い
て

は
、配
置
さ
れ
た
３
人
の
栄
養
教
諭
の

専
門
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、市
独
自
の
栄
養
士
配
置

の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
、県
西
近
隣
の
セ
ン
タ
ー
方
式
の
給

食
業
務
に
お
い
て
は
民
間
委
託
へ
の
移

行
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、自
校
方
式
に

お
い
て
は
、民
間
委
託
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。近
隣
市
で
は
、配
送
業
務
を
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
げ
た
例
も
あ
る
が
、調
理
員

の
み
の
民
間
委
託
は
、コ
ス
ト
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
く
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、子
ど
も
達
と
給
食
が
、

よ
り
身
近
な
関
係
で
あ
る
自
校
方
式

な
ら
で
は
の
、安
心
安
全
な
給
食
業
務

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、施

設
の
状
況
や
児
童
生
徒
数
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
民
間
委
託
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

一　般　質　問一　般　質　問

学
校
給
食
に
つ
い
て

山
中
祐
子

　議
員

　
　
　
　
　
　
旧
東
部
中
学
校
校
舎

　
　
　
　
　
は
、40
数
年
の
役
割
を

　
　
　
　
　
果
た
し
解
体
さ
れ
た
。

学
校
の
跡
地
利
用
は
、下
妻
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
と
し
て
捉
え
、将
来
後

悔
し
な
い
よ
う
、中
・
長
期
的
計
画
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。市
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
を

含
め
、旧
東
部
中
学
校
跡
地
利
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、旧
千
代
川
中
学
校
跡
地
は
、

合
併
前
の
校
舎
移
転
後
も
一
部
は
そ
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。中
で
も
体
育
館

は
、老
朽
化
に
加
え
、東
日
本
大
震
災

以
降
は
危
険
な
状
態
と
な
り
使
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
も
解
体

す
る
べ
き
も
の
は
、速
や
か
に
解
体
し
、

有
効
活
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。体
育
館
の
解
体
は
、い
つ
の

時
点
を
考
え
て
い
る
の
か
。跡
地
全
体

の
利
活
用
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

旧
東
部
中
学
校
跡
地

　
　
　
　
　
は
、柔
剣
道
場
及
び
運

　
　
　
　
　
動
場
を
社
会
体
育
施
設

と
し
て
、プ
ー
ル
を
学
校
施
設
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。ま
た
、旧
校
舎
跡
地

は
、普
通
財
産
と
し
て
現
在
解
体
工
事

を
行
っ
て
い
る
。プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、学

習
指
導
要
領
で
水
泳
が
必
修
と
な
って

い
る
こ
と
か
ら
、可
能
な
限
り
使
用
し

て
い
き
た
い
。そ
の
他
の
施
設
を
含
め
た

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
模

索
し
、計
画
が
決
ま
る
ま
で
は
、引
き

続
き
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。

　
次
に
、旧
千
代
川
中
学
校
跡
地
は
、

運
動
場
を
一
般
開
放
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、体
育
館
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、

安
全
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

　
今
後
の
跡
地
利
用
は
、宗
道
駅
に
近

接
す
る
住
環
境
の
整
っ
た
約
２・３
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
用
地
で
あ
る
の
で
、進
出
企
業

従
業
員
の
定
住
促
進
の
た
め
住
宅
用

地
と
し
て
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
、事

業
手
法
な
ど
を
中
心
に
、開
発
の
基
本

構
想
の
策
定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、体
育
館
等
の
取
壊
し
は
、市

の
全
体
予
算
の
平
準
化
を
鑑
み
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
も
の
と
し
、そ
れ
ま

で
は
引
き
続
き
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

旧
中
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て平

間
三
男

　議
員
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質
問
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
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答
弁

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁

現在、各種施策を展開している第5次下妻市総合計画

各学校、安心・安全な給食提供に努めている開発の基本構想の策定に着手した旧千代川中学校跡地

総
合
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

須
藤
豊
次

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
　
　
市
民
協
働
政
策
は
、

　
　
　
　
　
本
市
が
掲
げ
る
重
要
政

　
　
　
　
　
策
で
あ
り
、市
民
協
働

課
の
設
置
を
受
け
着
実
に
進
捗
し
て
い

る
。そ
こ
で
、市
民
力
の
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。各
種
審
議
会
に
お
い
て
、意
欲

市
民
力
の
活
用

に
つ
い
て

斯
波
元
気

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

平
成
25
年
度
か
ら
、不
妊
治
療
を
受

け
た
夫
婦
に
治
療
費
の一
部
を
助
成
し

て
い
る
。ま
た
、不
妊
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
、本
県
で
は
茨
城
県
産
婦

人
科
医
会
に
業
務
委
託
を
し
て
、不
妊

治
療
専
門
医
師
等
に
よ
る
無
料
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

　
医
療
福
祉
事
業
で
は
、０
歳
児
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
医

療
福
祉
費
助
成
制
度
の
ほ
か
、本
市
独

自
事
業
と
し
て
、受
診
率
の
高
い
未
就

学
児
及
び
妊
産
婦
に
よ
る
産
婦
人
科

診
療
に
つ
い
て
、実
質
無
料
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、仕
事
と
育
児
が
両
立
で
き
る

雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
は
、国
に
お
い
て

支
援
制
度
を
設
け
て
お
り
、事
業
所
内

保
育
施
設
を
設
置・増
設・運
営
す
る

場
合
や
育
児
休
業
代
替
要
員
を
確
保

す
る
場
合
な
ど
、申
請
に
基
づ
き
助
成

金
を
交
付
し
て
い
る
。本
市
と
し
て
は
、

関
係
機
関
の
茨
城
労
働
局
と
連
携
を

深
め
、制
度
活
用
の
推
進
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、本
年
４
月
か
ら
の
子
ど
も・

子
育
て
新
制
度
の
施
行
に
基
づ
き
、総

合
的
か
つ
計
画
的
に
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
及
び
子
育
て
の
環
境
整
備
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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平
成
23
年
３
月
の
東

　
　
　
　
　
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

　
　
　
　
　
平
成
25
年
３
月
に
、下

妻
市
地
域
防
災
計
画
が
作
成
さ
れ
、

地
震
災
害
対
策
や
下
妻
市
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
等
が
公
表
さ
れ
た
。

　
先
の
８
月
20
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、執
行
部
よ
り
新
市
建
設
計
画

の
変
更
が
提
案
さ
れ
、そ
の
中
で
主
要

な
事
業
の
見
直
し
も
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、上
位
計
画
で
あ
る
総

合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

土
地
利
用
構
想
に
お
い
て
、洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
域
の
危
険
度
マ
ッ
プ
が

政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。そ
の
た

め
、下
妻
市
の
政
策
の
基
本
で
も
あ
る

総
合
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、執
行
部
の
見
解
を
伺

う
。　

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
に
お

　
　
　
　
　
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て

　
　
　
　
　
も
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
脅

威
に
対
応
す
る
た
め
、「
下
妻
市
地
域

防
災
計
画
」を
平
成
25
年
３
月
に
全

面
的
に
改
定
す
る
と
と
も
に「
洪
水
・

土
砂
災
害
マ
ッ
プ
」「
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ

プ
」「
地
域
の
危
険
度
マッ
プ
」な
ど
の「
下

妻
市
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、市
民
へ

の
普
及
啓
発
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
あ

る
。

　
ま
た
、第
５
次
下
妻
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
は
、平
成
24
年
度
で
前
期
基
本

計
画
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、平

成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
、各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
議
員
指
摘
の
総
合
計
画
へ
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マッ
プ
等
の
反
映
だ
が
、平
成
25

年
度
か
ら
の
後
期
計
画
の
中
で
、防
災

に
対
す
る
市
民
意
識
向
上
の
観
点
か

ら
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
等
の
利
用
促

進
の
計
画
は
あ
る
が
、土
地
利
用
計
画

な
ど
そ
の
他
の
施
策
の
部
分
に
お
い
て

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
策
定
作
業
を
進
め

る
次
期
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、こ
れ

ま
で
同
様
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

活
か
す
と
と
も
に
、洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
施
策
への
反
映
を
十
分
考
慮
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
も
、東
日
本
大
震
災
前
の
平
成

21
年
３
月
の
策
定
で
あ
り
、今
後
改
定

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
十
分
に
活
か

し
た
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昨
今
、食
を
取
り
巻

　
　
　
　
　
く
環
境
の
変
化
や
食
物

　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、学
校
給

食
の
対
応
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。子
ど
も
達
が
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
給
食
を
食
べ
て
健
や
か
な
心
身

を
つ
く
る
た
め
に
、ま
た
、さ
ら
な
る
下

妻
市
の
食
育
推
進
と
充
実
の
た
め
に

伺
う
。

　（
１
）市
内
の
給
食
管
理
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。（
２
）安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
無
事
故
で
提
供
し
、食
育

の
推
進
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

学
校
教
育
課
に
市
職
員
の
栄
養
士
を

配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。（
３
）学
校

給
食
調
理
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、下

妻
市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
市
内
の
小
中
学
校
の

　
　
　
　
　
給
食
調
理
方
式
は
、旧

　
　
　
　
　
下
妻
市
内
の
９
校
が
自

校
方
式
、旧
千
代
川
村
内
の
３
校
が
常

総
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
方
式

を
と
って
い
る
。自
校
方
式
に
お
い
て
は
、

国
の
栄
養
士
の
配
置
基
準
に
基
づ
き
、

下
妻
小
学
校
、下
妻
中
学
校
、東
部
中

学
校
に
３
名
の
栄
養
教
諭
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。栄
養
教
諭
は
、毎
月
献
立

会
議
を
行
い
、小
中
学
校
の
献
立
表
を

作
成
し
、各
学
校
の
調
理
員
に
指
示
し

て
調
理
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
子
ど
も
達
へ
の

対
応
は
、各
学
校
の
給
食
主
任
や
養
護

教
諭
等
が
連
携
し
て
、児
童
生
徒
の
個

別
の
健
康
状
況
の
把
握
を
行
い
、教
職

員
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。献
立
の

材
料
に
つ
い
て
も
詳
細
に
表
記
し
、保

護
者
と
打
合
せ
す
る
な
ど
、

事
故
の
な
い
給
食
提
供
に

努
め
て
い
る
。

　
衛
生
面
は
、全
調
理
員

及
び
用
務
員
を
対
象
に
衛

生
研
修
会
に
よ
り
注
意
喚

起
を
行
い
、安
全
な
給
食
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

毎
年
、常
総
保
健
所
に
よ

る
拭
き
取
り
検
査
を
実
施

し
、衛
生
管
理
の
維
持
や

調
理
員
の
意
識
向
上
に
努

め
て
い
る
。

　
栄
養
士
の
配
置
に
つ
い
て

は
、配
置
さ
れ
た
３
人
の
栄
養
教
諭
の

専
門
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
、市
独
自
の
栄
養
士
配
置

の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
、県
西
近
隣
の
セ
ン
タ
ー
方
式
の
給

食
業
務
に
お
い
て
は
民
間
委
託
へ
の
移

行
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、自
校
方
式
に

お
い
て
は
、民
間
委
託
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。近
隣
市
で
は
、配
送
業
務
を
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
げ
た
例
も
あ
る
が
、調
理
員

の
み
の
民
間
委
託
は
、コ
ス
ト
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
く
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、子
ど
も
達
と
給
食
が
、

よ
り
身
近
な
関
係
で
あ
る
自
校
方
式

な
ら
で
は
の
、安
心
安
全
な
給
食
業
務

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、施

設
の
状
況
や
児
童
生
徒
数
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
民
間
委
託
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

一　般　質　問一　般　質　問

学
校
給
食
に
つ
い
て

山
中
祐
子

　議
員

　
　
　
　
　
　
旧
東
部
中
学
校
校
舎

　
　
　
　
　
は
、40
数
年
の
役
割
を

　
　
　
　
　
果
た
し
解
体
さ
れ
た
。

学
校
の
跡
地
利
用
は
、下
妻
の
か
け
が

え
の
な
い
財
産
と
し
て
捉
え
、将
来
後

悔
し
な
い
よ
う
、中
・
長
期
的
計
画
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。市
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
を

含
め
、旧
東
部
中
学
校
跡
地
利
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、旧
千
代
川
中
学
校
跡
地
は
、

合
併
前
の
校
舎
移
転
後
も
一
部
は
そ
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。中
で
も
体
育
館

は
、老
朽
化
に
加
え
、東
日
本
大
震
災

以
降
は
危
険
な
状
態
と
な
り
使
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
も
解
体

す
る
べ
き
も
の
は
、速
や
か
に
解
体
し
、

有
効
活
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。体
育
館
の
解
体
は
、い
つ
の

時
点
を
考
え
て
い
る
の
か
。跡
地
全
体

の
利
活
用
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

旧
東
部
中
学
校
跡
地

　
　
　
　
　
は
、柔
剣
道
場
及
び
運

　
　
　
　
　
動
場
を
社
会
体
育
施
設

と
し
て
、プ
ー
ル
を
学
校
施
設
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。ま
た
、旧
校
舎
跡
地

は
、普
通
財
産
と
し
て
現
在
解
体
工
事

を
行
っ
て
い
る
。プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、学

習
指
導
要
領
で
水
泳
が
必
修
と
な
って

い
る
こ
と
か
ら
、可
能
な
限
り
使
用
し

て
い
き
た
い
。そ
の
他
の
施
設
を
含
め
た

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
模

索
し
、計
画
が
決
ま
る
ま
で
は
、引
き

続
き
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。

　
次
に
、旧
千
代
川
中
学
校
跡
地
は
、

運
動
場
を
一
般
開
放
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、体
育
館
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、

安
全
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

　
今
後
の
跡
地
利
用
は
、宗
道
駅
に
近

接
す
る
住
環
境
の
整
っ
た
約
２・３
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
用
地
で
あ
る
の
で
、進
出
企
業

従
業
員
の
定
住
促
進
の
た
め
住
宅
用

地
と
し
て
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
、事

業
手
法
な
ど
を
中
心
に
、開
発
の
基
本

構
想
の
策
定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、体
育
館
等
の
取
壊
し
は
、市

の
全
体
予
算
の
平
準
化
を
鑑
み
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
も
の
と
し
、そ
れ
ま

で
は
引
き
続
き
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

旧
中
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て平

間
三
男

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

現在、各種施策を展開している第5次下妻市総合計画

各学校、安心・安全な給食提供に努めている開発の基本構想の策定に着手した旧千代川中学校跡地

総
合
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

須
藤
豊
次

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
　
　
市
民
協
働
政
策
は
、

　
　
　
　
　
本
市
が
掲
げ
る
重
要
政

　
　
　
　
　
策
で
あ
り
、市
民
協
働

課
の
設
置
を
受
け
着
実
に
進
捗
し
て
い

る
。そ
こ
で
、市
民
力
の
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。各
種
審
議
会
に
お
い
て
、意
欲

市
民
力
の
活
用

に
つ
い
て

斯
波
元
気

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

平
成
25
年
度
か
ら
、不
妊
治
療
を
受

け
た
夫
婦
に
治
療
費
の一
部
を
助
成
し

て
い
る
。ま
た
、不
妊
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
、本
県
で
は
茨
城
県
産
婦

人
科
医
会
に
業
務
委
託
を
し
て
、不
妊

治
療
専
門
医
師
等
に
よ
る
無
料
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

　
医
療
福
祉
事
業
で
は
、０
歳
児
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
医

療
福
祉
費
助
成
制
度
の
ほ
か
、本
市
独

自
事
業
と
し
て
、受
診
率
の
高
い
未
就

学
児
及
び
妊
産
婦
に
よ
る
産
婦
人
科

診
療
に
つ
い
て
、実
質
無
料
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、仕
事
と
育
児
が
両
立
で
き
る

雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つい
て
は
、国
に
お
い
て

支
援
制
度
を
設
け
て
お
り
、事
業
所
内

保
育
施
設
を
設
置・増
設・運
営
す
る

場
合
や
育
児
休
業
代
替
要
員
を
確
保

す
る
場
合
な
ど
、申
請
に
基
づ
き
助
成

金
を
交
付
し
て
い
る
。本
市
と
し
て
は
、

関
係
機
関
の
茨
城
労
働
局
と
連
携
を

深
め
、制
度
活
用
の
推
進
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、本
年
４
月
か
ら
の
子
ど
も・

子
育
て
新
制
度
の
施
行
に
基
づ
き
、総

合
的
か
つ
計
画
的
に
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
及
び
子
育
て
の
環
境
整
備
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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政
府
は
、人
口
減
対

　
　
　
　
　
策
を「
地
方
創
生
」と
言

　
　
　
　
　
い
換
え
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
」と
し
て
動
き
出
し
た
。

こ
れ
は
近
い
将
来
、全
国
の
自
治
体
が

持
続
可
能
性
を
持
た
な
い
、消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
国
自
体
が
認

識
し
、動
き
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。本
市
も
こ
の
危
機
に
対
し
、当
事

者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
す

べ
し
と
の
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

　（
１
）平
成
26
年
度
水
道
事
業
決
算

の
状
況
は
、単
年
度
で
約
７
千
５
０
０

万
円
の
赤
字
で
、毎
年
多
額
の
赤
字
を

計
上
し
て
い
る
。今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、給
水
人
口
の
減
少
及
び
節
水

型
社
会
の
定
着
な
ど
か
ら
、給
水
収
益

の
拡
大
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
る
。持

続
可
能
な
水
道
事
業
の
た
め
に
は
、あ

る
時
点
で
料
金
の
値
上
げ
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
市
長
の
考
え
は
。

　（
２
）本
市
で
は
、大
き
な
事
業（
南

原
平
川
戸
線
・
南
部
環
状
線
の
整
備
、

道
の
駅
改
修
、ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

の
再
建
、砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
、都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
な
ど
）を
実

施
、又
は
予
定
し
て
い
る
。大
き
な
事

業
を
一
気
に
進
め
て
お
り
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
大
き
な
危

機
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
が
、市
長

の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
水
道
事
業
の

　
　
　
　
　
見
通
し
は
、短
期
的
に
は

　
　
　
　
　
営
業
損
失
が
続
き
手
持

ち
資
金
が
減
少
す
る
が
、企
業
債
償
還

金
の
減
少
や
高
金
利
の
企
業
債
の
残

高
減
少
に
伴
う
利
払
い
の
減
額
等
に

よ
り
、経
費
が
減
少
し
て
い
く
。中・長

期
的
に
は
、人
口
減
や
節
水
型
社
会
な

ど
収
入
の
増
加
は
望
め
な
い
中
、施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
本
格
的
な
更
新
費

用
が
必
要
に
な
って
く
る
。

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、安
全
で
安
心

な
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、経
営

基
盤
の
強
化
が
重
要
で
あ
り
、収
入
増

が
見
込
め
な
い
状
況
で
は
、水
道
料
金

の
値
上
げ
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
今

後
、水
道
料
金
値
上
げ
の
必
要
性
、時

期
、値
上
げ
幅
な
ど
、詳
細
な
調
査
研

究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

  

ま
た
、本
市
が
大
き
な
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、歳

入
に
見
合
っ
た
事
業
計
画
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、全
庁
的
な
企

画
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、交
付
税
措

置
が
高
く
、有
利
な
起
債
事
業
を
活

用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ど
の
事
業
も
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
大
き
な
事
業
で
あ
る
が
、地
域
の

連
携
、利
便
性
の
向
上
、中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
目
的
と
し
、市
民
の
一
体

性
を
醸
成
す
る
大
切
な
事
業
で
あ
る
。

公
債
費
負
担
の
増
大
か
ら
財
政
圧
迫

の
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、各
課
が
計

画
し
て
い
る
事
業
を
的
確
に
把
握
し
、

「
選
択
と
集
中
」を
も
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
。

一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員
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あ
る
市
民
の
声
を
積
極
的
に
吸
い
上

げ
る
た
め
に
は
、一
般
公
募
の
委
員
を

増
や
す
な
ど
の
取
組
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、現
状
を
伺
う
。

　
そ
し
て
、市
民
協
働
政
策
の
進
ん
だ

例
と
し
て
、市
民
提
案
型
事
業
の
実
施

が
あ
る
が
、取
組
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、地
方
創
生
と
の
関
係
で
、平

成
28
年
度
以
降
、総
合
戦
略
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
事
業
や
施
策
を
実
行
力

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、実
際
に
事

業
を
行
う
能
力
や
意
欲
の
あ
る
人
を

見
つ
け
、そ
の
人
に
情
報
を
提
供
し
、

そ
の
人
が
求
め
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
種
審
議
会
へ
の
公

　
　
　
　
　
募
委
員
に
つ
い
て
は
、関

　
　
　
　
　
係
法
令
ま
た
は
条
例
に

基
づ
き
、委
員
の
資
格
が
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

法
令
等
の
規
定
に
基
づ
か
な
い
任
意
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
つ
い
て
は
、市

民
目
線
で
の
意
見
提
案
や
行
政
参
画

の
必
要
性
か
ら
公
募
を
行
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。主
な
も
の
は
、「
市
政
モ
ニ

タ
ー
」「
下
妻
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」「
下
妻
市
ま
ち
づ
く
り
女

性
ス
タ
ッ
フ
」な
ど
で
、委
員
が
一
部
公

募
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、市
が
行
う
重
要
な
政
策
立

案
や
条
例
等
の
制
定
時
に
お
い
て
、開

か
れ
た
市
政
運
営
と
市
民
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も

各
種
審
議
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、公

募
に
よ
る
市
民
参
加
の
様
々
な
手
法

を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
提
案
型
事
業
に
対
す
る
助
成

制
度
は
、「
下
妻
市
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
交
付
金
」と「
下
妻
市
元

気
な
ま
ち
な
か
づ
く
り
事
業
補
助
金
」

制
度
が
あ
る
。「
下
妻
市
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
」は
、地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
協
働
事
業
に
対
し

て
、10
万
円
を
限

度
と
し
て
、対
象

経
費
の
３
分
の
２

の
金
額
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
り
、

平
成
26
年
度
は
６

団
体
に
対
し
、34

万
２
千
円
を
交
付

し
て
い
る
。「
下
妻

市
元
気
な
ま
ち
な

か
づ
く
り
事
業
補

助
金
」は
、中
心

市
街
地
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
向
上

の
た
め
の
事
業
に

対
し
、１
０
０
万

円
を
上
限
と
し
て
、

補
助
対
象
経
費
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、平
成
26
年
度
は
４
件
、２
１
８

万
９
千
円
を
補
助
し
て
い
る
。こ
の
補

助
金
を
利
用
し
て
、「
中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
お
化
け
屋
敷

の
運
営
」や「
砂
沼
南
岸
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
」な
ど
、趣
向
を
凝
ら
し
た

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、引
き
続
き
、

積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
を
図
り
た
い
。

　
総
合
戦
略
で
は
、今
後
５
か
年
の
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、地
方
創
生
に
先
駆

け
て
、商
工
会
青
年
部
や
下
妻
青
年
会

議
所
な
ど
に
よ
る
市
内
の
活
性
化
事

業
の
ほ
か
、認
定
農
業
者
支
援
や
新
規

就
農
者
対
策
な
ど
の
活
性
化
、及
び
農

業
の
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
新
時

代
の
地
域
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

お
り
、「
下
妻
梨
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」な
ど
の
担
い
手
グ
ル
ー
プ
も
活
躍

し
て
い
る
。総
合
戦
略
の
施
策
に
つ
い
て

は
、す
べ
て
が
新
規
で
は
な
く
、既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
施
策
の
う
ち
効
果
が
見

込
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、総
合
戦
略
に

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

しもつま市議会だより９ 第２０４号 ８

　
　
　
　
　
　
本
市
議
会
は
、昨
年

　
　
　
　
　
６
月
の
本
会
議
に
お
い

　
　
　
　
　
て
、都
市
再
生
整
備
計

画
事
業（
砂
沼
周
辺
地
区
）に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、そ

の
調
査
研
究
の
成
果
を
今
年
３
月
の

本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
た
。そ
の
中

で
仮
称
・
交
流
広
場
に
つ
い
て
は
、「
多

目
的
広
場（
駐
車
場
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
・

ス
ポ
ー
ツ
競
技
場
・
防
災
拠
点
）と
し
て
、

都
市
下
水
路
の
配
置
に
考
慮
し
、芝
生

の
広
場
と
し
て
整
備
す
る
。建
物
に
つ

い
て
は
、ト
イ
レ
な
ど
最
小
限
の
施
設

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」と
し
た
。

　
し
か
し
、６
月
の
市
報
で
公
表
さ
れ

た
仮
称
・
交
流
広
場
の
計
画
は
、屋
根

付
多
目
的
広
場
や
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

議
会
の
提
案
と
は
余
り
に
も
隔
た
り
が

あ
り
、調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
と
し

て
容
認
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。ま
た
、

残
念
で
あ
る
が
、市
民
か
ら
も「
こ
の
よ

う
な
施
設
を
つ
く
る
意
味
が
あ
る
の

か
。」「
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
。」等
の
声

し
か
聞
こ
え
て
こ
な
い
た
め
、今
計
画

の
内
容
を
も
う
一
度
冷
静
に
分
析
す
べ

き
と
考
え
る
。

　
こ
の
施
設
は
、市
の
た
め
に
本
当
に

必
要
な
の
か
、ま
た
、設
計
変
更
の
可

能
性
は
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
仮
称・交
流
広
場
は
、

　
　
　
　
　
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再

　
　
　
　
　
生
整
備
計
画
事
業
の
大

目
標
で
あ
る「
地
域
の
活
性
化
及
び
市

街
地
再
生
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街

づ
く
り
」を
達
成
す
る
た
め
に
、市
街

地
内
の
遊
休
地
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ

い
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
。

　
仮
称・交
流
広
場
の
プ
ラ
ン
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、平
成
25
年
度
に
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、先
進
事
例
調
査
等
を

実
施
し
素
案
を
策
定
し
た
。平
成
26

年
度
に
は
、高
校
生
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
幅
広
い
市
民
が
参
加
し
た「
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」の
開
催
や
、冬

季
の
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
に
お
い
て
導
入

機
能
実
験
と
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
う
な
ど
、多
く
の
市
民
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を

進
め
、基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
基
本
設
計
で
は
、２
年
間
の
調
査
業

務
の
中
で
、市
民
か
ら
出
た
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
多
く
反
映
さ
せ
、天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
、子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
も

活
用
で
き
る
屋
根
付
多
目
的
広
場
や
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
建
物
に
併
設
し
た
こ
ど
も

広
場
、調
整
池
を
活
用
し
た
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、マ
ル
シ
ェ
な
ど
の

開
催
が
可
能
な
に
ぎ
わ
い
モ
ー
ル
な
ど

を
配
置
し
、多
世
代・多
目
的
に
多
く

の
市
民
が
集
え
る
施
設
設
計
を
行
っ

た
。市
民
と
協
働
で
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
て
き
た
経
緯
や
、交
流
広

場
の
整
備
に
よ
り
街
な
か
に
人

が
集
ま
り
、そ
れ
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
や
周
辺
へ
の
波
及
効

果
を
勘
案
す
れ
ば
、当
施
設
は

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、ま
た
防
災

拠
点
と
し
て
街
な
か
に
必
要
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
設
計
変
更
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、以
上
の
経
緯
に
基
づ
き
、

市
民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
多

く
反
映
さ
せ
た
プ
ラ
ン
で
あ
る

こ
と
、ま
た
、国
の
交
付
金
事
業

の
期
間
が
平
成
28
年
度
末
ま

で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、変
更
は

難
し
い
時
期
と
な
って
い
る
。

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁

砂
沼
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
、

地
域
生
活
基
盤
施
設

広
場
に
関
し
て
設
計

変
更
の
可
能
性
は
な

い
の
か
。
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下妻市協働のまちづくり市民会議の様子

にぎわいの拠点づくりとして整備される、仮称・交流広場予定地

今後、各浄水場などの本格的な更新が必要になってくる



　
　
　
　
　
　
政
府
は
、人
口
減
対

　
　
　
　
　
策
を「
地
方
創
生
」と
言

　
　
　
　
　
い
換
え
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
」と
し
て
動
き
出
し
た
。

こ
れ
は
近
い
将
来
、全
国
の
自
治
体
が

持
続
可
能
性
を
持
た
な
い
、消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
国
自
体
が
認

識
し
、動
き
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。本
市
も
こ
の
危
機
に
対
し
、当
事

者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
す

べ
し
と
の
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

　（
１
）平
成
26
年
度
水
道
事
業
決
算

の
状
況
は
、単
年
度
で
約
７
千
５
０
０

万
円
の
赤
字
で
、毎
年
多
額
の
赤
字
を

計
上
し
て
い
る
。今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、給
水
人
口
の
減
少
及
び
節
水

型
社
会
の
定
着
な
ど
か
ら
、給
水
収
益

の
拡
大
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
る
。持

続
可
能
な
水
道
事
業
の
た
め
に
は
、あ

る
時
点
で
料
金
の
値
上
げ
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
市
長
の
考
え
は
。

　（
２
）本
市
で
は
、大
き
な
事
業（
南

原
平
川
戸
線
・
南
部
環
状
線
の
整
備
、

道
の
駅
改
修
、ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

の
再
建
、砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
、都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
な
ど
）を
実

施
、又
は
予
定
し
て
い
る
。大
き
な
事

業
を
一
気
に
進
め
て
お
り
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
大
き
な
危

機
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
が
、市
長

の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
今
後
の
水
道
事
業
の

　
　
　
　
　
見
通
し
は
、短
期
的
に
は

　
　
　
　
　
営
業
損
失
が
続
き
手
持

ち
資
金
が
減
少
す
る
が
、企
業
債
償
還

金
の
減
少
や
高
金
利
の
企
業
債
の
残

高
減
少
に
伴
う
利
払
い
の
減
額
等
に

よ
り
、経
費
が
減
少
し
て
い
く
。中・長

期
的
に
は
、人
口
減
や
節
水
型
社
会
な

ど
収
入
の
増
加
は
望
め
な
い
中
、施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
本
格
的
な
更
新
費

用
が
必
要
に
な
って
く
る
。

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、安
全
で
安
心

な
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、経
営

基
盤
の
強
化
が
重
要
で
あ
り
、収
入
増

が
見
込
め
な
い
状
況
で
は
、水
道
料
金

の
値
上
げ
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
今

後
、水
道
料
金
値
上
げ
の
必
要
性
、時

期
、値
上
げ
幅
な
ど
、詳
細
な
調
査
研

究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

  

ま
た
、本
市
が
大
き
な
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、歳

入
に
見
合
っ
た
事
業
計
画
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、全
庁
的
な
企

画
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、交
付
税
措

置
が
高
く
、有
利
な
起
債
事
業
を
活

用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ど
の
事
業
も
多
額
の
事
業
費
を
要

す
る
大
き
な
事
業
で
あ
る
が
、地
域
の

連
携
、利
便
性
の
向
上
、中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
目
的
と
し
、市
民
の
一
体

性
を
醸
成
す
る
大
切
な
事
業
で
あ
る
。

公
債
費
負
担
の
増
大
か
ら
財
政
圧
迫

の
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、各
課
が
計

画
し
て
い
る
事
業
を
的
確
に
把
握
し
、

「
選
択
と
集
中
」を
も
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
。

一　般　質　問一　般　質　問
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弁

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

あ
る
市
民
の
声
を
積
極
的
に
吸
い
上

げ
る
た
め
に
は
、一
般
公
募
の
委
員
を

増
や
す
な
ど
の
取
組
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、現
状
を
伺
う
。

　
そ
し
て
、市
民
協
働
政
策
の
進
ん
だ

例
と
し
て
、市
民
提
案
型
事
業
の
実
施

が
あ
る
が
、取
組
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、地
方
創
生
と
の
関
係
で
、平

成
28
年
度
以
降
、総
合
戦
略
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
事
業
や
施
策
を
実
行
力

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、実
際
に
事

業
を
行
う
能
力
や
意
欲
の
あ
る
人
を

見
つ
け
、そ
の
人
に
情
報
を
提
供
し
、

そ
の
人
が
求
め
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
種
審
議
会
へ
の
公

　
　
　
　
　
募
委
員
に
つ
い
て
は
、関

　
　
　
　
　
係
法
令
ま
た
は
条
例
に

基
づ
き
、委
員
の
資
格
が
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

法
令
等
の
規
定
に
基
づ
か
な
い
任
意
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
つ
い
て
は
、市

民
目
線
で
の
意
見
提
案
や
行
政
参
画

の
必
要
性
か
ら
公
募
を
行
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。主
な
も
の
は
、「
市
政
モ
ニ

タ
ー
」「
下
妻
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」「
下
妻
市
ま
ち
づ
く
り
女

性
ス
タ
ッ
フ
」な
ど
で
、委
員
が
一
部
公

募
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、市
が
行
う
重
要
な
政
策
立

案
や
条
例
等
の
制
定
時
に
お
い
て
、開

か
れ
た
市
政
運
営
と
市
民
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も

各
種
審
議
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、公

募
に
よ
る
市
民
参
加
の
様
々
な
手
法

を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
市
民
提
案
型
事
業
に
対
す
る
助
成

制
度
は
、「
下
妻
市
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
交
付
金
」と「
下
妻
市
元

気
な
ま
ち
な
か
づ
く
り
事
業
補
助
金
」

制
度
が
あ
る
。「
下
妻
市
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
」は
、地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
協
働
事
業
に
対
し

て
、10
万
円
を
限

度
と
し
て
、対
象

経
費
の
３
分
の
２

の
金
額
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
り
、

平
成
26
年
度
は
６

団
体
に
対
し
、34

万
２
千
円
を
交
付

し
て
い
る
。「
下
妻

市
元
気
な
ま
ち
な

か
づ
く
り
事
業
補

助
金
」は
、中
心

市
街
地
の
活
性
化

や
に
ぎ
わ
い
向
上

の
た
め
の
事
業
に

対
し
、１
０
０
万

円
を
上
限
と
し
て
、

補
助
対
象
経
費
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
り
、平
成
26
年
度
は
４
件
、２
１
８

万
９
千
円
を
補
助
し
て
い
る
。こ
の
補

助
金
を
利
用
し
て
、「
中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
お
化
け
屋
敷

の
運
営
」や「
砂
沼
南
岸
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
」な
ど
、趣
向
を
凝
ら
し
た

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、引
き
続
き
、

積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
を
図
り
た
い
。

　
総
合
戦
略
で
は
、今
後
５
か
年
の
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、地
方
創
生
に
先
駆

け
て
、商
工
会
青
年
部
や
下
妻
青
年
会

議
所
な
ど
に
よ
る
市
内
の
活
性
化
事

業
の
ほ
か
、認
定
農
業
者
支
援
や
新
規

就
農
者
対
策
な
ど
の
活
性
化
、及
び
農

業
の
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
新
時

代
の
地
域
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

お
り
、「
下
妻
梨
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」な
ど
の
担
い
手
グ
ル
ー
プ
も
活
躍

し
て
い
る
。総
合
戦
略
の
施
策
に
つ
い
て

は
、す
べ
て
が
新
規
で
は
な
く
、既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
施
策
の
う
ち
効
果
が
見

込
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、総
合
戦
略
に

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
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本
市
議
会
は
、昨
年

　
　
　
　
　
６
月
の
本
会
議
に
お
い

　
　
　
　
　
て
、都
市
再
生
整
備
計

画
事
業（
砂
沼
周
辺
地
区
）に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、そ

の
調
査
研
究
の
成
果
を
今
年
３
月
の

本
会
議
に
お
い
て
報
告
し
た
。そ
の
中

で
仮
称
・
交
流
広
場
に
つ
い
て
は
、「
多

目
的
広
場（
駐
車
場
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
・

ス
ポ
ー
ツ
競
技
場
・
防
災
拠
点
）と
し
て
、

都
市
下
水
路
の
配
置
に
考
慮
し
、芝
生

の
広
場
と
し
て
整
備
す
る
。建
物
に
つ

い
て
は
、ト
イ
レ
な
ど
最
小
限
の
施
設

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」と
し
た
。

　
し
か
し
、６
月
の
市
報
で
公
表
さ
れ

た
仮
称
・
交
流
広
場
の
計
画
は
、屋
根

付
多
目
的
広
場
や
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

議
会
の
提
案
と
は
余
り
に
も
隔
た
り
が

あ
り
、調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
と
し

て
容
認
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。ま
た
、

残
念
で
あ
る
が
、市
民
か
ら
も「
こ
の
よ

う
な
施
設
を
つ
く
る
意
味
が
あ
る
の

か
。」「
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
。」等
の
声

し
か
聞
こ
え
て
こ
な
い
た
め
、今
計
画

の
内
容
を
も
う
一
度
冷
静
に
分
析
す
べ

き
と
考
え
る
。

　
こ
の
施
設
は
、市
の
た
め
に
本
当
に

必
要
な
の
か
、ま
た
、設
計
変
更
の
可

能
性
は
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
仮
称・交
流
広
場
は
、

　
　
　
　
　
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再

　
　
　
　
　
生
整
備
計
画
事
業
の
大

目
標
で
あ
る「
地
域
の
活
性
化
及
び
市

街
地
再
生
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街

づ
く
り
」を
達
成
す
る
た
め
に
、市
街

地
内
の
遊
休
地
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ

い
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
。

　
仮
称・交
流
広
場
の
プ
ラ
ン
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、平
成
25
年
度
に
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、先
進
事
例
調
査
等
を

実
施
し
素
案
を
策
定
し
た
。平
成
26

年
度
に
は
、高
校
生
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
幅
広
い
市
民
が
参
加
し
た「
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」の
開
催
や
、冬

季
の
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
に
お
い
て
導
入

機
能
実
験
と
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
う
な
ど
、多
く
の
市
民
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を

進
め
、基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
基
本
設
計
で
は
、２
年
間
の
調
査
業

務
の
中
で
、市
民
か
ら
出
た
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
多
く
反
映
さ
せ
、天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
、子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
も

活
用
で
き
る
屋
根
付
多
目
的
広
場
や
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
建
物
に
併
設
し
た
こ
ど
も

広
場
、調
整
池
を
活
用
し
た
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、マ
ル
シ
ェ
な
ど
の

開
催
が
可
能
な
に
ぎ
わ
い
モ
ー
ル
な
ど

を
配
置
し
、多
世
代・多
目
的
に
多
く

の
市
民
が
集
え
る
施
設
設
計
を
行
っ

た
。市
民
と
協
働
で
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
て
き
た
経
緯
や
、交
流
広

場
の
整
備
に
よ
り
街
な
か
に
人

が
集
ま
り
、そ
れ
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
や
周
辺
へ
の
波
及
効

果
を
勘
案
す
れ
ば
、当
施
設
は

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、ま
た
防
災

拠
点
と
し
て
街
な
か
に
必
要
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
設
計
変
更
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、以
上
の
経
緯
に
基
づ
き
、

市
民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
多

く
反
映
さ
せ
た
プ
ラ
ン
で
あ
る

こ
と
、ま
た
、国
の
交
付
金
事
業

の
期
間
が
平
成
28
年
度
末
ま

で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、変
更
は

難
し
い
時
期
と
な
って
い
る
。

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

砂
沼
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
、

地
域
生
活
基
盤
施
設

広
場
に
関
し
て
設
計

変
更
の
可
能
性
は
な

い
の
か
。

塚
越

　節

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

下妻市協働のまちづくり市民会議の様子

にぎわいの拠点づくりとして整備される、仮称・交流広場予定地

今後、各浄水場などの本格的な更新が必要になってくる
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認知症への取り組みの充実強化に関する意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣あて提出しました。

　今日、認知症は世界規模で取り組むべき課題であり、本年開催されたWHO認知症閣僚級会議では、各国が
認知症対策への政策的優先度をより高位に位置付けるべきとの考えが確認されました。
　世界最速で高齢化が進む我が国では、団塊の世代が75歳以上となる2025年には、認知症高齢者数は約700万
人にも達すると推計されており、日本の認知症への取り組みが注目されています。
　政府は本年1月、認知症対策を国家的課題として位置付け、認知症施策推進総合戦略いわゆる新オレンジプ
ランを策定し、認知症高齢者が、住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができる社会、

「認知症高齢者等にやさしい地域づくり」を目指すこととしました。
　しかし、今後の認知症高齢者の増加等を考えれば、認知症への理解の一層の促進、当事者や家族の生活を
支える体制の整備、予防・治療法の確立など、総合的な取り組みが求められるところであります。
　よって、政府においては下記の事項について適切な措置を講じられるよう強く要望致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　認知症の方々の尊厳、意思、プライバシー等が尊重される社会の構築を目指し、学校教育などにより認
　　知症への理解を一層促進するとともに、認知症の予防・治療法確立、ケアやサービスなど認知症に対す
　　る総合的な施策について、具体的な計画を策定することを定めた「認知症の人と家族を支えるための基
　　本法（仮称）」を早期に制定すること。
２　認知症に見られる不安、抑うつ、妄想など心理行動症状の発症・悪化を防ぐため、訪問型の医療や看護
　　サービスなどの普及促進を、地域包括ケアシステムの中に適切に組み入れること。
３　自治体などの取り組みについて家族介護、老老介護、独居認知症高齢者など、より配慮を要する方々へ
　　のサービスの好事例（サロン設置、買物弱者への支援等）を広く周知すること。
４　認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の効果を見極めるため、当事者や介護者の視点を入れた
　　点検・評価を適切に行い、その結果を施策に反映させること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成２７年９月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、厚 生 労 働 大 臣 

教育予算の拡充を求める意見書

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。特に学
級規模の少人数化は保護者などの意見募集でも小学1・2年生のみならず、各学年に拡充すべきとの意見が大
多数である。地方は独自の工夫で学級規模の少人数化をすすめてきているが、地方交付税削減の影響や厳し
い地方財政の状況などから、自治体が独自財源で学級の少人数化を拡充することは困難な状況になっている。
　また、東日本大震災等において、学校施設の被害や子どもたちの心のケアなど教育の早期復興のための予
算措置、早期の学校施設の復旧など政府として人的・物的な援助や財政的な支援に継続的に取り組むべきで
ある。
　したがって、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよう、
強く要望する。

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書

　7月28日から4日間の日程で、米国・ハワイで行われていたTPP閣僚会合は、当初から困難な分野といわれ
ていた知的財産権など、未解決の課題を残したまま終了した。　　
　政府は、「米、麦、牛肉・豚肉、乳製品、甘味資源作物などの農林水産物の重要品目について、引き続き
再生産可能となるよう除外又は再協議の対象とすること」などとした国会決議を遵守するべきである。
　本県では、特に米、牛肉・豚肉、乳製品について関税撤廃となれば、甚大な影響が予想され、農業者は廃
業の瀬戸際に立たされている。
　また、食の安全やISD条項など、国民の暮らしやいのちに関わる重要課題について不安を招来させぬよう、
毅然とした交渉姿勢を貫き通すべきである。
　さらに、マスコミ報道で不安を抱いている全国の農業者に対し、懸念を払しょくする十分かつ明確な説明
を行うべきである。
　よって、下記のとおり対応されるよう強く望むものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先し、交渉脱退も含め衆参両院の農林水産委員会に
　　おける国会決議を遵守すること。
２　交渉により収集した情報について、国民に十分な情報開示を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年９年４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、参　議　院　議　長、内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　内 閣 官 房 長 官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）
　　　　　　　農 林 水 産 大 臣、経 済 産 業 大 臣

１　きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年９月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　　　

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、内 閣 官 房 長 官、文 部 科 学 大 臣
　　　　　　　財　務　大　臣、総　務　大　臣
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認知症への取り組みの充実強化に関する意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣あて提出しました。

　今日、認知症は世界規模で取り組むべき課題であり、本年開催されたWHO認知症閣僚級会議では、各国が
認知症対策への政策的優先度をより高位に位置付けるべきとの考えが確認されました。
　世界最速で高齢化が進む我が国では、団塊の世代が75歳以上となる2025年には、認知症高齢者数は約700万
人にも達すると推計されており、日本の認知症への取り組みが注目されています。
　政府は本年1月、認知症対策を国家的課題として位置付け、認知症施策推進総合戦略いわゆる新オレンジプ
ランを策定し、認知症高齢者が、住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができる社会、

「認知症高齢者等にやさしい地域づくり」を目指すこととしました。
　しかし、今後の認知症高齢者の増加等を考えれば、認知症への理解の一層の促進、当事者や家族の生活を
支える体制の整備、予防・治療法の確立など、総合的な取り組みが求められるところであります。
　よって、政府においては下記の事項について適切な措置を講じられるよう強く要望致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　認知症の方々の尊厳、意思、プライバシー等が尊重される社会の構築を目指し、学校教育などにより認
　　知症への理解を一層促進するとともに、認知症の予防・治療法確立、ケアやサービスなど認知症に対す
　　る総合的な施策について、具体的な計画を策定することを定めた「認知症の人と家族を支えるための基
　　本法（仮称）」を早期に制定すること。
２　認知症に見られる不安、抑うつ、妄想など心理行動症状の発症・悪化を防ぐため、訪問型の医療や看護
　　サービスなどの普及促進を、地域包括ケアシステムの中に適切に組み入れること。
３　自治体などの取り組みについて家族介護、老老介護、独居認知症高齢者など、より配慮を要する方々へ
　　のサービスの好事例（サロン設置、買物弱者への支援等）を広く周知すること。
４　認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の効果を見極めるため、当事者や介護者の視点を入れた
　　点検・評価を適切に行い、その結果を施策に反映させること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成２７年９月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、厚 生 労 働 大 臣 

教育予算の拡充を求める意見書

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。特に学
級規模の少人数化は保護者などの意見募集でも小学1・2年生のみならず、各学年に拡充すべきとの意見が大
多数である。地方は独自の工夫で学級規模の少人数化をすすめてきているが、地方交付税削減の影響や厳し
い地方財政の状況などから、自治体が独自財源で学級の少人数化を拡充することは困難な状況になっている。
　また、東日本大震災等において、学校施設の被害や子どもたちの心のケアなど教育の早期復興のための予
算措置、早期の学校施設の復旧など政府として人的・物的な援助や財政的な支援に継続的に取り組むべきで
ある。
　したがって、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよう、
強く要望する。

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書

　7月28日から4日間の日程で、米国・ハワイで行われていたTPP閣僚会合は、当初から困難な分野といわれ
ていた知的財産権など、未解決の課題を残したまま終了した。　　
　政府は、「米、麦、牛肉・豚肉、乳製品、甘味資源作物などの農林水産物の重要品目について、引き続き
再生産可能となるよう除外又は再協議の対象とすること」などとした国会決議を遵守するべきである。
　本県では、特に米、牛肉・豚肉、乳製品について関税撤廃となれば、甚大な影響が予想され、農業者は廃
業の瀬戸際に立たされている。
　また、食の安全やISD条項など、国民の暮らしやいのちに関わる重要課題について不安を招来させぬよう、
毅然とした交渉姿勢を貫き通すべきである。
　さらに、マスコミ報道で不安を抱いている全国の農業者に対し、懸念を払しょくする十分かつ明確な説明
を行うべきである。
　よって、下記のとおり対応されるよう強く望むものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　農林水産分野の重要5品目などの聖域の確保を最優先し、交渉脱退も含め衆参両院の農林水産委員会に
　　おける国会決議を遵守すること。
２　交渉により収集した情報について、国民に十分な情報開示を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年９年４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、参　議　院　議　長、内 閣 総 理 大 臣
　　　　　　　内 閣 官 房 長 官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）
　　　　　　　農 林 水 産 大 臣、経 済 産 業 大 臣

１　きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２７年９月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会　　　

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、内 閣 官 房 長 官、文 部 科 学 大 臣
　　　　　　　財　務　大　臣、総　務　大　臣
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導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か
す

こ
と
を
意
識
し
、「
使
用
範
囲
は
議
会

活
動
及
び
議
員
活
動
の
す
べ
て
」、「
デ

ー
タ
化
す
る
資
料
の
範
囲
は
、議
案
、

行
政
計
画
、通
知・案
内
な
ど
す
べ
て
」

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
で
は
、活
発
な
質
疑
や
意
見
交

換
が
で
き
、議
会
改
革
を
進
め
て
い
る

本
市
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。今
後
の
議
会
報
及
び
議
会
運
営

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議

長
会
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
活
動
を

通
じ
て
、永
年
地
方
自
治
の
発
展
と
市

政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、次
の
４
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
○
35
年
以
上
在
職

　
　篠
島

　昌
之

　
○
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年
以
上
在
職

　
　増
田

　省
吾

◇
全
国
市
議
会
議
長
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○
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年
以
上
在
職

　
　
中
山

　政
博
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池

　博
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小松島市での研修の様子
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営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

永
年
在
職
議
員
表
彰

　
平
成
27
年
９
月
28
・
29
日
の
日
程

で
、福
井
県
あ
わ
ら
市
に
お
い
て
、姉
妹

都
市
提
携
に
関
す
る
事
前
協
議
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。歴
史
的
な
背
景

を
縁
と
し
て
昨
年
か
ら
両
市
の
交
流

が
始
ま
っ
て
お
り
、姉
妹
都
市
の
締
結

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、幅
広
い
分
野
で
の
交
流
を

通
じ
て
相
互
の
友
好
と
繁
栄
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
井
県
あ
わ
ら
市

と
の
姉
妹
都
市
提

携
に
関
す
る
事
前

協
議
の
報
告

20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日
〜
９
月
４
日

　
　
　
第
３
回
下
妻
市
議
会
定
例
会

24
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、
説
明

25
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
総
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会
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教
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生
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会
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会
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会
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会
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日
　
本
会
議
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問

２
日
　
本
会
議
　
一
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問

４
日
　
本
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議
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、
質
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、
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、
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決
、
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１
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だ
よ
り
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会
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日
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会
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城
県
西
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正

　
　
　
副
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議

28
日
〜
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福
井
県
あ
わ
ら
市
姉
妹
都
市
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携
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前
協
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１
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県
西
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例
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第
２
回
議
会
だ
よ
り
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議
会
改
革
検
討
委
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平
成
27
年
７
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
の
日
程
で
、徳
島
県
小
松
島
市
及
び

兵
庫
県
洲
本
市
に
お
い
て
行
政
視
察

を
行
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、小
松
島
市
で
は
、議
会

運
営
及
び
議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

視
察
を
行
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、通
年
会
期

制
を
導
入
し
た
結
果
、議
会
の
活
動
に

関
わ
る
日
数
が
多
く
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。し
か
し
、会
議
出
席
等
に
対
す

る
費
用
弁
償
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、経
費
の
増
大
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
は
、議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
毎
年
設
置
し
、

そ
の
年
の
テ
ー
マ
を
定
め
、毎
月
会
議

を
開
催
し
、議
会
改
革
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、議
会
基
本
条
例

を
制
定
す
る
と
と
も
に
、議
会
独
自
で

の
情
報
公
開
条
例
を
制
定
し
、議
会
運

営
の
透
明
性
を
高
め
る
仕
組
づ
く
り

を
行
って
い
ま
し
た
。

　
次
に
、兵
庫
県
洲
本
市
で
は
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本
」を
視
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
は
、地
域
の
自
然
や
産
業
に
根

差
し
、環
境
と
の
共
生
を
目
指
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」の
指
定
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
洲
本
市
地
域
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
条
例
」を
制
定

し
、地
域
資
源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
恩
恵
を
地
域
に
還
元
し
、地

域
の
発
展
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
、今
回
の
行
政
視
察
を
参
考

に
、今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
７
月
29
・
30
日
の
日
程

で
、神
奈
川
県
小
田
原
市
及
び
逗
子

市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、小
田
原
市
で
は
、議
会

報
の
編
集・発
行
等
に
つ
い
て
視
察
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
議
会
報
に
つ
い
て
は「
議
会
広
報
広

聴
常
任
委
員
会
」と
い
う
全
国
的
に
も

珍
し
い
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
て
お

り
、他
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発

信
や
議
会
報
告
会
の
開
催
な
ど
の
所

管
事
務
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、市

民
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、意
見

の
分
か
れ
た
議
案
に
対
す
る
各
議
員

の
賛
否
を
議
会
報
で
公
開
し
、議
会
の

透
明
性
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、逗
子
市
で
は
、議
会
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
と
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
視
察
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

  

逗
子
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で
は
、平
成
23
年
12
月
の一般

質
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に
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い
て
議
員
か
ら
市
長
へ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
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導
入
の
提
案
を
し
、そ

こ
か
ら
検
討
・
協
議
を
進
め
、平
成
25
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11
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に
全
国
初
の「
オ
ー
ル
タ
ブ
レ
ッ

ト
議
会
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、運
用
方
針
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か
す

こ
と
を
意
識
し
、「
使
用
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囲
は
議
会

活
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及
び
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活
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の
す
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」、「
デ
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タ
化
す
る
資
料
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囲
は
、議
案
、

行
政
計
画
、通
知・案
内
な
ど
す
べ
て
」

な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
で
は
、活
発
な
質
疑
や
意
見
交

換
が
で
き
、議
会
改
革
を
進
め
て
い
る

本
市
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。今
後
の
議
会
報
及
び
議
会
運
営

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議

長
会
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
活
動
を

通
じ
て
、永
年
地
方
自
治
の
発
展
と
市

政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、次
の
４
名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
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称
略
）
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全
国
市
議
会
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長
会
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茨
城
県
市
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会
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長
会

　
○
35
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以
上
在
職

　
　篠
島
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之

　
○
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以
上
在
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◇
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国
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会
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○
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会
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運
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会

永
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在
職
議
員
表
彰

　
平
成
27
年
９
月
28
・
29
日
の
日
程

で
、福
井
県
あ
わ
ら
市
に
お
い
て
、姉
妹

都
市
提
携
に
関
す
る
事
前
協
議
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。歴
史
的
な
背
景

を
縁
と
し
て
昨
年
か
ら
両
市
の
交
流

が
始
ま
っ
て
お
り
、姉
妹
都
市
の
締
結

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、幅
広
い
分
野
で
の
交
流
を

通
じ
て
相
互
の
友
好
と
繁
栄
を
一
層
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
井
県
あ
わ
ら
市

と
の
姉
妹
都
市
提

携
に
関
す
る
事
前

協
議
の
報
告

20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日
〜
９
月
４
日

　
　
　
第
３
回
下
妻
市
議
会
定
例
会

24
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、
説
明

25
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

      

　
文
教
厚
生
委
員
会

26
日
　
経
済
建
設
委
員
会

27
日
　
予
算
特
別
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会

　
　
　
決
算
特
別
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会

　
　
　
議
会
運
営
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会

28
日
　
決
算
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別
委
員
会

31
日
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

２
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

４
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質

　
　
　
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　
第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委

　
　
　
員
会

14
日
　
全
員
協
議
会

17
日
　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
正

　
　
　
副
会
長
会
議

28
日
〜
29
日

　
　
　
福
井
県
あ
わ
ら
市
姉
妹
都
市
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携
事
前
協
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１
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城
県
西
市
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会
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長
会
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会

13
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月
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会
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だ
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り
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委
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議
会
改
革
検
討
委
員
会
　

27
日
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◆  
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先
の
９
月
９
日
か
ら
の
台
風
18
号

関
東
・
東
北
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
議
員

一
同
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
床
上

浸
水
59
件
、
床
下
浸
水
１
０
５
件
を

は
じ
め
、
「
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ

ま
」
や
「
ふ
る
さ
と
博
物
館
」
な
ど

の
公
共
施
設
、
農
作
物
な
ど
へ
も
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
折
し
も
９
月
１
日
は
、
防
災
の
日

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
記
憶
に

新
し
か
っ
た
地
震
の
み
な
ら
ず
、
西

に
鬼
怒
川
、
東
に
は
小
貝
川
が
流
れ

る
本
市
の
状
況
を
改
め
て
認
識
す
る

と
と
も
に
、
万
全
な
防
災
へ
の
備
え

に
対
し
危
惧
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
被

災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
が
一
日
も
早

く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
執
行

部
と
連
携
し
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
10
日
に
、
市
長
、
正
副
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
が
、
関

東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
現

場
や
避
難
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
宅

地
、
耕
作
地
を
問
わ
ず
多
く
の
場
所

で
の
浸
水
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他
市
議
会
で
は
、
各
議
員
が
地

元
で
の
情
報
収
集
や
伝
達
の
役
割
等

を
担
い
ま
し
た
。

14

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（水）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1110～1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/
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平成27年9月関東・東北豪雨により被災された方々に
心からお見舞いを申し上げます

9月10日　長塚地区上空から（中央がビアスパークしもつま）9月10日　長塚地区上空から（中央がビアスパークしもつま）

日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

木11月 5日

本　会　議（議案質疑）
金11月 6日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）月11月 9日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）火11月10日

本　会　議（一般質問）水11月11日

本　会　議（一般質問）木11月12日

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

月11月16日

※日程は都合により変更になる場合があります。

関
東
・
東
北
豪
雨
に

伴
う
被
災
状
況
の

現
地
視
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三 な い 運 動
政治家は有権者に寄附を

「贈らない」
政治家（候補者、立候補者、現に公職にある者）と有権者とのつながりはとても大切ですが、
明るい選挙を実現するため「三ない運動」を行っています。

有権者は政治家に寄附を

「求めない」
政治家から有権者への寄附は

「受け取らない」

浸水により大きな被害を受けたビアスパーク農産物直売所


